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サバンナを行くタンザニアからロソドソに出る飛行

機はいまだに週1便の月曜日だけである.このため

フォロｰアップ･チｰムアフリカ最後の週末は首都

を離れてミクミ国立公園で過すことにたった･

ミクミはダルエスサラｰムの西方250㎞に位置し

(図1参照)この国では非常に多い国立公園･動植物保

護区(10カ所88,500km2日本の2.5倍の国土の9.4%を占め

る)のひとつである.ザソピアに向かう主要国遣に面

し首都に近いこと標高1,000m前後の高地で気候がよ

いことたどから欧米のサファリｰ客にも人気が高い.

我われにはインド洋から離れた内陸乾燥地帯一サバンナ

の水車晴を見ておきたいという気持もあった･

土曜日の昼過ぎ炎天下のダルエスサラｰムを出発し

たフォノレクスワｰゲン･コンポは1時間ほどでまず

ルブ川に達する.この川は首都の上水をまかたう大事

た水源でありイギリスが委任統治時代に敷設Lた浄水

場が残されている.しかし老朽化がひどいため日本

の無償援助で揚水ポンプと送水管の改修工事が行われて

いた.

車はタンザニア中央鉄道(およそ100年前ドイツ領時代

の建設)に沿いさらに西へ進むと標高500～1,000の緩

やかな丘陵地に入る.遊牧から農耕に移って間もたい

地域で中心は州都のモロゴロである(図1)･国道は
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モ目ゴ回西部の山並み

写真2･草原のカバの池一ミクミ�
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ここから西のゴゴラソド(乾燥Lた内陸高地)と南西のホ

ワイト･ハイランド(冷涼･湿潤た南部高地)方面へと分

かれる.

南西の道に移って間もたく左手に非常に奇妙た形の

山並みが見えてきた(写真1).はじめはよく分らた

かったが“タンガニｰカ地質図"によれば付近一帯は

有名なモザンビｰク造山帯の中にありこれに貫入Lた

変はんれい岩(metagabpro)の岩脈に対応している､

夕暮れ近くミクミに到着し国営のワイルドライブ･ロ

ッジに泊る.ここはワミ川の上流にあたり標高1,OOO

m以上の山中にあるため夜間は日中の暑さを忘れる

ほどの涼しさだった.

翌日は高台のロッジを下りてサバンナの動植物や水

場を視てまわる.ミクミは丘陵から山地に移るとこ

ろにあるため高度による植生や動物の種類の変化がは

っきりしていた.高台ではアカシヤだとの木の葉を好

むキリンや象が多く低地には草食のシマウマやヌｰ

(牛ヵモシヵ)が群れ近くの薮にはライオンが潜んでい

た.また低地には沼もあり水鳥やカバの格好た水場

となっていた(写真2).最後のスケッチは草地に生え

“恐ろしいバオバブ"一ミクミ

るバオバブ(BaobabAdansoniadigitata)の木立を写し

たもので有名な“星の王子さま"に出てくる奇妙た形

の樹である.異常に太い幹はサバンナのきびしい渇

きにたえるための進化によるものであろうか･

(斎藤)

紋どころ(番外編)

標記タイトルで世界の地質関連機関の紋章を本欄に連

載しましたが番外として2つのツソポル･マｰクを紹

介します.すでに本欄にも何度か登場していますよう

に当所では発展途上国の技術老を対象とした集団研

修r沿海鉱物資源探査｣及びr卑下水資源開発｣の2

コｰスを毎年実施してきました･1967年に始った両コ

ｰスは本年度が20周年の節目にあたります.それを

記念に図のよう粗シンポル･マｰクを作成し関係文

書等に使用することにしました.両コｰスの研修生は

それぞれのマｰクのバッジをつげていますのでみかげ

た時には一声かげてあげて下さい･

すでにお気付きと思いますがこれらマｰクのデザイ

ンは本欄のタイトノレ･バック同様河村幸男君の手に

よるものです･御紹介が遅くたりましたが同君は前

任の猪野君(2年7ヵ月の間御苦労様でした)に代って本

年5月から海外室の事務を担当しております･外国人

と接する機会の多い当室の雰囲気に刺激されてか目下

英会話の特訓中です.すでに有名にたっているイラス

トレｰタｰの看板にインタｰプリタｰの一枚が加わる

日も遠くたいものと期待されています.前任の狩野君

同様よろしくお願い申し上げる次第です.(遠藤)

沿海鉱物資源探査コｰス

貸下水資源開発コｰス

地質ニュｰス386号�
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名称,開催時期,場所

�睡����極浯�

��慮�獗��

1987年1月19-25日

���慷��啓�

��

�����敲�捥潮�攀

��敲慢�楴�����

���睡�牴�漱����

1987年3月30日一4月3日

�敲�楪�慮�攬

��敲���

��������浩��

Exp1orationSy㎜Posiunユ

�桓祭灯�畭潮��潤�

ofGeoche㎜icalProspectin9

1987年4月23-26日

ひ�慮��慮捥

������極浯�

����瑩潮慮�慴敲

��睡�

1987年5月4-8日

Bo1kesjφ,Norway

������極浯�

���敲楮������

�癩���瑩湍���湯畳

���

1987年5月4-8日

北京(Beijing)中国

���渧�潮杲��

���浩�特慮��浯捨�楳��

1987年6月30日一7月6日

�物��慮捥

������極浯��

Termina1Preca血brian

andCa皿brianGeo1ogy

����由��

1987年8月8-14日

宜昌(Yichang)中国

��獨潰潮��畴敲

��楣慴楯�慮�慮慧���

潦健�漱�楣������

工987年9月12-23日

�睡楴

これから開催される地学関係の主な国際会議

連絡先

HawaiiSy㎜PosiumProgram

C0㎜血ittee,c/oDonnaAfra,

售��漱�楣�卵���匹�

㌴�������搬
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�杵攬��敲���
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Synユposium,12thIGES-4thSM1GP.

�����〰��〶〰���

��砰㈬�慮捥

��敧楡湎慴楯��潭浩��

景版����

P.O.Box509ユ,Majorstua,

〳�び�����

偲潦汗慮杓楪楮最

�条�穩湧��楴�攀

���瑩潮����極�

onEngineeringGeo1o駆

��楴畴敇������浩慓楮楣愀

倮���㌴���湧���

偲潦��汁�敧�

��牡瑯楲�敇�捨業�整

Cosnユ｡chimie

��慣�畳������整慧攀
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��慮�楡潦�最
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または,Dr.JohnDurham
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�����睥�副�

��潮�湧���

要旨制限,締切日,登録料等

タイフ用紙(2ユ×29.5cm)

半ぺ一ジまたは全へ一ジ

先着500名まで

啓��

締切済

D且.590

(1D丑.≒O.3US$)

1,000語以内

1986年11月30日

登録料不明

シンポジウム前(3日間)後

(4日間)の巡検あり

要旨締切済

参加申込締切日

ユ986年12月1日

乏��〰

(1NOK≒O.1US$)

締切済

登録料不明

詳細は直接立言己へ

要旨等は2ndCircu1arで

(要求期限1986年10月31日)

啓��

詳細は直接左記ヘ

クウェｰト大学及び政府から

宿泊,食事の便宜あり

1986年10月号�


